
高校国語科必修科目「言語文化」における 

博物館を活用した近世文学の学習 

―「東海道中膝栗毛」の舞台を巡るガイドブックを作成しよう― 
ドルトン東京学園中等部・高等部 小関瑠奈 

 

１．実施学年及び教科・領域 

高等部第一学年 国語「言語文化」 

 

２．学習のねらいと博物館活用との関連 

（１） 単元名 

近世の文学作品に触れる ―「東海道中膝栗毛」の舞台を巡るガイドブックを作成しよう― 

（２） ねらい 

①学習指導要領との関連 

『高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）』（以下、「高等学校学習指導要領」）第１章総則第３款

１（6）、「学校図書館、地域の公共施設の利活用」においては、「学校図書館を計画的に利用しその機

能の活用を図り，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に生かすとともに，生徒

の自主的，自発的な学習活動や読書活動を充実すること。また，地域の図書館や博物館，美術館，劇

場，音楽堂等の施設の活用を積極的に図り，資料を活用した情報の収集や鑑賞等の学習活動を充実す

ること。」（下線は報告者が加筆した）と、博物館をはじめ、学校外の公共的施設や資料を活用した活

動が求められている。 

地理歴史、公民、理科、芸術などの教科は学習指導要領解説において博物館等の施設の活用につい

て言及されている一方で、国語の学習指導要領解説には、博物館等の施設や資料に触れる記述は見ら

れない。しかし国語が、広く様々な時代や地域、テーマの文章を扱い、伝統や文化に親しむ性格を持

つ教科であることから、国語の学習においても博物館等の資料の活用は有効であると考える。 

特に高校１年生の必修科目である「言語文化」は、上代から近現代に受け継がれてきた言語文化へ

の理解を深めることに主眼を置き、言語や、言語による芸術・芸能などを通じて他者との関わりの中

で伝え合う力を高める科目であることから、様々な形で博学連携の可能性を持つ科目であると考える。 

（３） 単元の目標 

  ・作品の時代背景を踏まえつつ、担当箇所の内容を理解し、的確にまとめることができる。 

  ・情報源を工夫しながら、多面的に情報を収集することができる。 

  ・作品と現代とのつながりを意識しながら、担当箇所の魅力を効果的に伝えることができる。 

① 博物館との関連 

① 活用方法：非来館型活用 

② 活用資料 国立歴史民俗博物館（以下、「歴博」とする）の資料群には★を付した。 

★国立歴史民俗博物館 第三展示室 

 事前に資料の写真を撮影し、利用した。 

  ・解説パネル「旅への誘い」「道中」「街道絵図」「東海道のいま」等 

  ・東海道中膝栗毛 

・東海道名所図会 



・東海道写真五十三勝景 

・道中日記帳、道中日記 

・道標 

・旅の小道具 

       紙縒で作った瓢箪、折り畳み蝋燭立て、小田原提灯、携帯用枕、道中差、発火具、火打石、

印籠、財布、矢立 など 

・椋本村旅篭 角屋 

★国立歴史民俗博物館公式ホームページ内「歴博画像データベース」 

 下記のデータベース内の資料については、歴博博物館事業課資料係の皆様にご協力いただ

き、資料利用許可の申請を行い、印刷し使用した。 

・【資料番号 H-110-1-129】秋岡武次郎古地図コレクションのうち 大日本道中細見記 

CANONの運営する無料印刷素材サイト「Creative Park」       

・東海道五十三次 1 

国立国会図書館デジタルコレクション 

・東海道中膝栗毛 発端 

（４）指導観 

高等学校の必修科目である「言語文化」では、様々な文学的作品などを通じて、過去から現在までの繋

がりを意識し、自分自身や社会の今後に活かそうとする姿勢を育成することが求められている。しかし

ながら、学習指導要領が新課程に移行し、必修科目が「国語総合」から「現代の国語」と「言語文化」と

なった 2022 年度以降も、「言語文化」においては、従来の古典の学習のように、文語文法を身に着けて作

品を読解することに重きを置いた授業が展開されていることも少なくないのが現実であろう。 

今回教材として取り上げた十返舎一九の「東海道中膝栗毛」は、江戸時代後期に大流行した滑稽本であ

る。主人公である弥次郎兵衛と喜多八 2の二人が伊勢詣でを思い立ち、様々な失敗や騒動を巻き起こしな

がら江戸から東海道を旅する様子を狂言や小咄も交えながら描いたもので、当時の人々から長きにわた

って絶大な人気を得た作品である。本実践を行うにあたり生徒を対象に行った事前アンケートでは、「江

戸時代の文学作品で知っているもの」として約 20％（8名）の生徒が「東海道中膝栗毛」を挙げていた。

しかし、歴史の学習の中で作者・作品名を学んだのみで、物語の内容については知らないという生徒がほ

とんどであった。「東海道中膝栗毛」は、高校における古典学習の定番教材である源氏物語や方丈記など

と比較しても、現代の語彙に近いため内容を理解しやすく、つまずきを感じる生徒が多い用言や助動詞

の活用や古典単語の意味を知らなくてもある程度の内容を理解することができる。そのため、高校の古

典の学習のはじめに取り組む作品として適しているのではないかと考えた。また近世の文学は「民衆の

文学」であるとも言われる。「唯だの親仁 3」二人が主人公である本作品は、近世に生きた人々の生活や

文化を学ぶのに適しており、「伝統や文化に親しみを持つ」という言語文化の科目の目標の達成に相応し

いものであろう。したがって本実践は「東海道中膝栗毛」の高等学校における文学作品としての教材化の

 
1 使用したのは、歌川広重が天保４～５（1833～1833）年頃に手掛けたとされる、保永堂から出版され

た保永堂版である。 
2 「北八」と表記されている箇所もある。 
3 『東海道中膝栗毛 発端』（1814）より。 



試みでもある。 

この単元の学習では、生徒ごとに担当場面を割り当て、自分の担当部分について内容を把握したり関連

する内容について調べたりし、最終的には「東海道中膝栗毛」の舞台を巡るツアーガイドブックの作成を

目指す。生徒に担当場面を割り振ることで、学習課題を自分事とし、学習に意欲的に取り組んでもらいた

いという意図がある。学習の導入や近世という作品の時代背景を学習する時間には、歴博の資料をはじ

めとした様々な資料を活用することで、街道や交通設備が整備され、庶民でも長距離の移動が可能にな

ったことや、道中案内や絵図などを実際に見ることを通して、それらが当時の人々の旅への憧れを高め

ていたことに気付かせたい。特に本実践では、歌川広重の「東海道五十三次」を用いて主人公二人が歩い

た東海道の位置関係を確認しながら、当時の各宿場の雰囲気や地理を視覚的にも捉えられるようにした。 

また、学習をはじめるにあたり、生徒たちの江戸時代のイメージや、博物館等の施設 4を訪れた経験に

ついて、アンケート調査を行った。アンケート調査の概要は下記のとおりである。 

 【事前アンケート調査の概要】 

   ・対象者：高等部１年学習グループ３・４に在籍する生徒 47名 

   ・回答率：87％（41 名が回答） 

   ・回答方法：forms によるオンラインでの回答 

  総回答者数が少ないため、このアンケート調査の結果を一般的な高校生の実態と捉えることはできな

いが、「最近１年間で博物館等の施設をどのくらい訪れましたか？」という質問に対して、41％（17 名）

の生徒が「まったく訪れなかった」と回答していることは注目に値するだろう。「これまでに博物館等の

施設を訪れたことはない」と答えた生徒はいなかったが、「最後に博物館等の施設を訪れたのは小学生時

代」だという生徒も 25％（10名）いることが分かった。さらに「千葉県佐倉市にある国立歴史民俗博物

館（歴博））を知っていますか？」という質問に対しては、88％（36名）が「知らないし行ったこともな

い」と回答している。本校は、歴博から公共交通機関を利用して片道２時間半の距離があるとはいえ隣県

であり、千葉県から通学している生徒もいる。それにも関わらず、歴博の存在が高校生には十分に知られ

ていないということが明らかになった。 

 その一方で、「調べ学習などで、博物館等施設が提供する、オンライン上で資料を探したり、見たりす

ることができるサービスを利用したことがありますか？」という質問に対しては、40％（16 名）の生徒

が「サービスの存在を知っている」と回答 5しており、各博物館が行っているデータベースの活用など、

非来館での博物館のサービスは、高校生にもある程度認知されていることが把握できた。 

本実践において、各生徒が担当箇所の内容を理解したり、過去から現在への変遷について調べ、考察を

重ねたりする中で、様々な文献や資料を自ら探し求め、活用しようとする姿勢が見られたり、これまで博

物館から足が遠のいていた生徒たちの博物館に対する関心を高めることができれば、本実践における博

学連携には意義があったということができるだろう。 

 

 

 

 
4 博物館法で定められた登録博物館のほか、博物館相当施設や博物館類似施設も含む。 

5 「利用したことがある」と答えた生徒が 15％（６名）、「サービスの存在は知っているが、利用したこ

とはない」と答えた生徒が 25％（10 名）だった。 

 



３．単元の指導計画（12時間扱い） 

 網掛け部分は博物館資料を活用した時間であり、「４．実践の概要」にて詳細を述べる。 

時間 〇学習活動および内容 □指導上の留意点 ■評価の観点 

１ 

〇単元の導入 

・学習の目的や計画の説明。 

 

 

・江戸時代について、各自が持っているイメー

ジや知っていることを共有する。 

・「東海道中膝栗毛」の作品の概要と、作者で 

ある十返舎一九について知る。 

 

□アサインメント 6をもとに、見通しを持って

生徒たちが学習に取り組めるよう、課題や評

価基準を提示する。 

□他者の意見を知ることで、新たな視点が得ら

れるようにする。 

２ 

〇江戸時代の「旅」についての理解を深める 

・江戸時代に旅が普及した理由を理解する。 

・当時の旅の装束や持ち物などについて知る。 

・当時の旅の様子が分かる資料が様々な形で

現在に残されていることを理解する。 

・街道にはさまざまな名所や史跡、歌枕があ

り、旅の楽しみとなっていたことを理解す

る。 

【課題】 

・「なぜ庶民も長距離の旅をする／できるよう

になったのか」を規定字数でまとめる。 

 

□参考資料やこれまでに学習した作品（松尾芭

蕉「おくの細道」）などと関連付けながら、

当時の人々にとって旅がどのような意味を持

つものであったのかを考えさせる。 

 

 

 

 

■【知識・技能】 

学習した内容について、提示した資料等から

読み取れる事柄に触れながら、自分の言葉で

的確にまとめることができている。 

３ 

４ 

〇物語の舞台を捉える 

・歌川広重「東海道五十三次」の表題から宿場

名を読み取る。 

・地図の各宿場の位置にシールを貼る。 

 

・地図や絵図から気付いたことや疑問点を書

き出し、共有する。 

 

□適宜生徒たちの様子を見て周り、声がけを行

う。 

□手作業で地図を作成させることで、東海道の

位置や距離感をイメージできるようにする。 

５ 

〇「日本橋」を読む 

・歴史的仮名遣いの確認。 

・成果物のイメージを掴む。 

 

〇ガイドブック作成のための担当者決め 

 

□旅立ちの場面を読み、物語の設定を理解させ

るとともに、成果物（ガイドブック）作成に

向けての見通しを持たせる。 

 
6 ドルトンプランにおいて、学習の内容（単元・テーマ）ごとに用意される、学びの目的や到達目標、

学習の方法や手順、課題、評価方法などを示したもの。 



６ 

７ 

８ 

９ 

〇各担当場面を読む 

・自分たちの担当場面について現代語訳し、関

連する事柄について調べ、まとめる。 

〇ガイドブックの作成 

□必要に応じて生徒たちが自分で情報を探し出

せるよう、参考資料等を用意する。 

 

■【知識・技能】 

・時代特有の表現に注意しながら、担当箇所の

物語の概要が的確にまとめられている。  

・情報源を明確にしつつ、複数の資料を活用す

ることができている。  

・ツアーガイドブックのページとして、必要な

情報を盛り込むことができている。 

■【思考・判断・表現】 

 ・成果物の中で、作品と現代との繋がりに触れ

ることができている。  

・担当箇所の魅力を、独自の視点を交えて効果

的に示すことができている。  

・読み手を意識した構成や視覚的な資料の活用

などの工夫ができている。 

10 

11 

〇成果発表 

・自分の担当場面について、成果物を提示しな

がら紹介する。 

□他の場面の内容を知り、物語全体の内容を掴

むことができるようにさせる。 

□相互評価を行うことで、学習の振り返りに活

かすことができるように意識させる。 

12 

〇学習の振り返り 

・担当箇所や旅そのものについて、江戸時代と

現在を比較し、それに対する自分の考えを書

く。 

■【主体的に学習する態度】 

・自身の学びを客観的な視点で言語化すること

ができている。 

・本アサインメントにおける学びの意味につい 

て、今後や教科での学びと関連付けながら考

えを深めることができている。 

 

４．実践の概要  

本報告における実践は、報告者の所属校であるドルトン東京学園 7高等部１年生の２つの学習グループ

（学習グループ３：20 名、学習グループ４：27 名）を対象に 2024 年 6 月から 9 月にかけて行った。こ

こでは、博物館資料を活用して行った１～４時限目、６～９限目について述べる。 

本実践では底本として岩波文庫の麻生幾次校注『東海道中膝栗毛 上』『東海道中膝栗毛 下』（とにも

 
7 東京都調布市入間町にある、2019 年に開校した私立の完全併設型中高一貫。男女共学で、生徒は中等
部・高等部合わせて約 620 名。アメリカの教育家ヘレン・パーカスト（1887-1973）が提唱した、「自
由」と「協働」の２つの原理と「ハウス」「アサインメント」「ラボラトリー」を軸とする、「ドルトン
プラン」に基づいた教育を行う。 



1973）を用いたが、作品の時代背景や作風を尊重しつつ、現在において教育上不適切な内容であると思わ

れる場面はあらかじめ除いて実践を行ったことを付記しておく。 

【１時限目】単元の導入 

単元開きにあたるこの時間はまず、アサインメントをもとに学習の目的や手順、課題、評価基準等を説

明し、江戸時代について知っていることを共有したり、「東海道中膝栗毛」についての基本的な内容や作

者である十返舎一九について知ることで、学習に対する意欲を高められるよう意識した。 

① 江戸時代について知っていることやイメージを共有する 

４・５人ずつのグループを作り、「『江戸時代』と言えば……」に続く言葉を考えさせた。下に、あるグ

ループの生徒たちが挙げたものを示す。 

黒船、参勤交代、生類憐みの令、松尾芭蕉、坂本龍馬、鎖国、目安箱、享保の改革、松平定信、徳川家康、

徳川家光、徳川綱吉、徳川慶喜、五人組、吉原、寛政の改革、天保の改革、ええじゃないか、ちょんまげ、

体力ありそう、冬寒そう、相撲、寿司、侍、杉田玄白、勝海舟、寺子屋  

 多くのグループが、５分間で 30程度の事柄を挙げることができていた。それらは、これまでに歴史の

授業で学んだことや、マンガやドラマなどで取り上げられていて知ったことが多いようであった。グル

ープでの活動とすることで、自分では思い浮かばなかったことに気付くことができたり、ある事柄に関

連する出来事や人物名が連鎖的に挙げられたりするなどの効果があると言える。 

② 十返舎一九と「東海道中膝栗毛」について知る 

次に、第三展示室の「東海道中膝栗毛」の写真や国立国会図書館のデジタルコレクションを活用しなが

ら、本作品が主に会話を通じて人物の言動の面白さを描く「滑稽本」というジャンルであることや、二十

年間続いた当時のベストセラー作品であったことなどを説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２時限目】江戸時代の「旅」についての理解を深める 

この時間は、江戸時代の旅の様子が分かる様々な資料を提示しながら、「なぜ庶民も長距離の旅をする

／できるようになったのか」を考えさせた。 

① 江戸時代に庶民に旅が普及した理由を理解する 

まず、第三展示室「旅への誘い」「道中」の解説パネルの内容や松尾芭蕉の「おくのほそ道」の冒頭部

分を紹介しながら、江戸時代の人々が旅に対して憧れを持っていたことや、五街道などが整備され、人と

物の移動が盛んになったことを説明した。 

次に「街道絵図」の解説パネルの内容とともに、「東海道五十三次」「東海道名所図会」「東海道写真五

 

授業で使用したスライドの一部 
※黒塗り部分は著作権上、掲載できない資料である。 



十三勝景」、「道中日記帳」「道中日記」の資料を提示し、これらが庶民に各地の情報を伝えるとともに、

旅への憧れをより高めていたことを説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 当時の旅の装束や持ち物などについて知る 

続いて、第三展示室に展示されている矢立や携帯枕などの旅の携帯品、「旅の小道具」の解説パネルを

使いながら、江戸時代の旅の装束や持ち物について紹介した。当時、江戸周辺から伊勢までは、片道およ

そ 15日程度の行程だったと言われている。生徒たちは昨年度（中等部３年次８月～９月）、２週間のオー

ストラリア研修に参加していることから、その際に何を持って行ったかを具体的に思い出させ、荷物の

総量や内容を比較させたところ、オーストラリア研修の際の荷物の総量は 50～70リットル程度だったと

いう生徒が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歌川広重の「東海道五十三次」や「東海道中膝栗毛」の本文中の挿絵の中にも旅人の姿は多く描かれて

いる。「旅の小道具」の展示に加え、絵に描かれた旅人の姿からも、荷物の量や装束を推測することがで

きる。さらに自らの実体験と比較することで、江戸時代の旅は徒歩が主流であったことから、持ち物も持

ち運びやすいように工夫されていたことが実感できたようであった。 

③ 江戸時代の庶民の「旅」について学んだことをまとめる 

最後に本時のまとめとして、「なぜ庶民も長距離の旅をする／できるようになったのか」という問いに

対する答えを各自に一八〇～二〇〇字でまとめさせた。下に、生徒が書いたものの一部を紹介する（下線

は報告者が加筆した）。 

 

 

第三展示室「旅の小道具」の展示 生徒たちが挙げた「現在の旅の持ち物」 
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 下線で示したように、「街道の整備によって人やモノの移動が盛んになったこと」「各地の情報が手に

入るようになったこと」「生活水準の向上によって余暇ができたこと」「寺社参詣が許可されるようにな

ったこと」など、生徒らは提示した資料の内容に触れつつ、自らの言葉で説明しようとすることができて

いた。 

【３・４時限目】物語の舞台を捉える 

 ３・４時限目は４・５人ずつのグループでの活動を中心にし、東海道がどのような場所であるのかを把

握することと、「くずし字」に触れ、文字文化に関心を持たせることの二点を目的に、歌川広重の「東海

道五十三次 8」を用いて授業を展開した。 

① 「東海道五十三次」から宿場の名前を読み取る 

各グループに歌川広重の「東海道五十三次」を印刷したものを配布し、各図絵に書かれた宿場名を AI

くずし字認識アプリ「みを（miwo）9」なども活用しながら読み取らせた。はじめてくずし字に触れる生

徒がほとんどだったが、それぞれに協力し合い、楽しみながら活動に取り組むことができていた。 

② 地図上の各宿場の位置にシールを貼る 

歴博からデータ提供いただいた「秋岡武次郎古地図コレクションのうち 大日本道中細見記」【資料番

号 H-110-1-129】を参考資料として印刷・配布し、それを参考に現在の地図上の各宿場の位置にシールを

貼って東海道を可視化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 
8 CANON の運営する無料印刷素材サイト「Creative Park」よりダウンロードしたものを利用した。 
9 スマートフォンやタブレット端末のカメラでくずし字資料を写真撮影し、認識ボタンを押すだけで現
代文字に変換ができるアプリ。 

「大日本道中細見記」を見る生徒 「みを」も活用しながらくずし字を読み 

宿場の位置を確認していく 

・江戸時代の庶民は、旅に対してあこがれを持っていた。その要因は主に二つある。一つ目は、道が

整備されたことだ。五街道などができたことによって人々の移動が楽になり、徒歩でも長距離の移動

が可能となった。二つ目の要因は各地の情報が絵図などから伝わるようになったことだ。これによ

り、寺社や地域ごとの景色や特産品などを目にした庶民が、それらを一目実際に見ようと旅に出るよ

うになったのだと考えた。 

・昔から庶民は旅にあこがれてきたが、寺社参詣という条件付きで楽しみとしての旅が盛んになった。

一六〇一年徳川家康が交通整備を行ったり、五街道ができた。また、町人文化の発展や人々の生活水

準が上がったことで余暇を楽しむ余裕ができた。そして御師が布教の一環で各地の珍しい話を聞か

せたり、道中案内や浮世絵の広まりによって、各地の情報が伝わるようになった。これらの理由か

ら、庶民も旅に出るようになった。 

 



③ 地図や図絵を見て、気付いたことや疑問点を共有する 

次に、完成した地図や図絵を見て、気付いたことや疑問点をグループで話し合ったあと、各グループ

で挙がったことを全体で共有した。以下に、その一部を紹介する。 

  ・平地に作られた宿場が多い。 

  ・宮宿と桑名宿の間は湾を通っている。 

→陸のほうが距離が短く見えるのになぜか？ 

  ・宿場の間隔が広いところと狭いところがある。 

→狭いところの共通点として間に川があることが挙げられるが、雨で川が氾濫した際、足止めされ

るので川の両側に宿場が作られたのではないか。 

生徒たちは、地図と図絵を比較しながら、宿場の立地や様子について考えを深めることができていた。

特に三点目に挙げた宿場と川との位置関係に関する気付きと考察は、「東海道中膝栗毛」の作品中にも弥

次郎兵衛と喜多八が雨で行く手を阻まれるという場面があることから、的を射たものであると言えるだ

ろう。 

下に、「学習の振り返り」のレポートで本時の学習について触れている生徒の記述を一部抜粋して紹介

する（下線は報告者が加筆した）。 

・私は授業内で日本地図に東海道中膝栗毛で主人公たちが行った宿場にシールを貼っていくということ

を行なった。私は宿場の大体の位置を特定するために、すべての宿場の名前を google map で検索をし

てみた。すると多少変化はあるが大体すべての宿場と同じ名前の街や駅が存在することがわかった。東

海道中膝栗毛は 200 年も前に作られた物語のため宿場の名前も 200 年以上前につけられたものだ。そ

の名前が今現在もつながり使われ続けているということを知った。東海道五十三次の宿場全てに広重

が書いたその当時のその地の浮世絵がある。時がたち、その浮世絵とは違った街並みなどになった宿場

もあるが、浮世絵で描かれた当時の風景と現在の風景がとても似ているものも多い。 

・授業内で東海道五十三次の宿を全てマッピングするというワークを行った。この時、このワークから新

幹線が東海道沿いに線路が作られていることに気づいた。この新幹線は東海道新幹線であり、一部区間

を除いてほぼ東海道沿いに作られている。つまり、近世に作られた道が現在で主要な公共交通機関を作

る基となっていて、それが現代人の生活の質の向上に関係している。 

 一つ目に挙げた生徒は、全ての宿場名を Googlemap で検索し、ストリートビュー機能などを利用する

して、宿場の名前や「東海道五十三次」に描かれた風景の趣が現在も残っていると実感できたことが伺え

る。二つ目に挙げた生徒の記述からは、宿場の位置と現在の地図を比較し、現在の東海道新幹線の線路

は、当時の東海道とほぼ一致することを指摘し、近世に整備された交通網が現在も主要な公共交通機関

のもととして、現在でも人々の移動を支えていると述べている。 

これらの生徒の記述から、物語の舞台である東海道やその宿場の位置関係を掴むことができたと同時

に、本単元の目標の一つであった「現代とのつながりを意識」することができたと言えるのではないだろ

うか。 

【６～９時限目】「東海道中膝栗毛」の舞台を巡るガイドマップを作る 

 ５時限目では中等部で学んだ歴史的仮名遣いを確認する意図もあり、主人公二人が出発する場面を全

員で読んだ。それを活かして６～９時限目では、『浮世道中膝栗毛』（品川―箱根）から『東海道中膝栗毛 

 



七編下』（京都巡り）までの場面を、おおむね宿場ごとに一人一

場面ずつ担当として割り振り 10、自分の担当場面について紹介

するガイドブックページを作成する活動を行った。成果物はＡ

４サイズの画用紙１枚（横長）で作成し、必須項目として、担当

箇所の①担当箇所の名前、②あらすじ・要約、③解説、④その場

所の現在の見どころ⑤参考文献を盛り込むこととした。 

 ガイドブック作成に至るまでの準備段階として６・７時限目

では、自分の担当箇所のあらすじと、どのような点が「滑稽」な

のかを書くワークシートを用意し、成果物でもその場面の「滑稽

さ」が伝わるように意識させた。また内容の読解や情報収集の手助けとなるよう、司書教諭に協力を仰ぎ

江戸時代や東海道に関連する書籍を 30冊程度選書し、参考文献として生徒たちが学習中に自由に手にと

れるようにした。 

 はじめは慣れない歴史的仮名遣いや言い回しに困惑していた生徒たちも、声に出して読んだり周囲の

生徒と協力し合ったりしながら活動に取り組んでいた。中には、紙で渡したものをデータ化し、歴史的仮

名遣いや口語訳を書き込みながら読む生徒もいた。下に生徒の作成したガイドブックの一部を紹介する。 

 

 

 
10 今回実践授業を行った２つの学習グループには、それぞれ 20名、27名の生徒が在籍しており、計 47

名で分担した。 

担当箇所を読む生徒の様子 



 



 加えて、生徒たちが「学習の振り返り」の「ガイドブックページの作成にあたり、担当箇所の読み取り

や場面の説明などにおいて工夫した点」として書いたものを一部抜粋して紹介する（下線は報告者が加

筆した）。 

・（吉田）東海道五十三次の吉田宿の絵に描かれている吉田大橋（豊川橋）や吉田城などを知ることで、

東海道五十三次で描かれている吉田は昔全国屈指の規模を誇っていた事などが分かった。これらを踏

まえて、東海道中膝栗毛の吉田宿を読み取ることで喜多八と弥次郎兵衛がどのような場所でどのよう

な事をしたのかを具体的に想像することが出来た。また、発表で吉田の歴史や吉田にある構造物を最

初に話すことで、吉田がどのような街だったのかという印象を聴衆に与え、この物語がどんな場所で

どのような事が起こったのかを具体的に連想させるよう促した。 

・（袋井）私は、東海道中膝栗毛の掛川から袋井へ移動した場面を担当した。私が担当した場面は場所の

特徴というよりその場で出会う人に特徴のある回だったので、場面の面白さだけでなく、ツアーガイ

ドページということで、その場へ足を運んだ人が場所の特徴も捉えながら進めるように、場所に関す

る特徴を多く記述する工夫をした。例えば、袋井は東海道五十三次において、中心に位置する宿屋で

あり、「どまんなか」と称して多くの観光施設や地域コミュニティーが作られていた。 

 一つ目に挙げた吉田宿を担当した生徒は、３・４時限目に使用した「東海道五十三次」の図絵を分析し、

場面の舞台である吉田宿の様子がガイドブックページの読み手や他の生徒たちに、より具体的に伝わる

よう意識して取り組んだことが伺える。二つ目に挙げた袋井宿を担当した生徒は、「ガイドブックページ」

としての特色を活かすため、担当箇所である袋井宿が東海道の五十三の宿場の中心に位置することに着

目し、宿場の場所や特徴に関する記述を多くするなどの工夫をしたことが伝わる。 

 

５．成果と課題 

 本実践は、近世の作品である「東海道中膝栗毛」の生まれた時代背景や舞台、本文の読解に博物館資料

を活用することにより、過去から現在へと受け継がれてきた言語や文化への興味関心を高めようとする

試みであり、物語中の各場面を紹介するガイドブックを作成する活動を軸に授業計画を組み立てた。 

（１）成果 

 本単元は高等部３年間の学習指導計画において、古典作品の学習の入り口として位置付けた。現代の

語彙に近い近世の作品を扱うことで、文語文法の習得に偏ることなく、当時の人々の生活や文化、考え方

を知ることに焦点を当てることができた。よって、中学校の古典に親しむ学習と文語文法の習得し古典

作品の読解に重きを置く高校の選択科目である「古典探究」や「文学国語」との狭間にある必修科目「言

語文化」の科目本来の目的を達成する教材として、「東海道中膝栗毛」は相応しいものと言えるだろう。

つまり、「東海道中膝栗毛」の「言語文化」の教材としての有効性を示すことができた点が、本実践の成

果の一つである。 

生徒たちには実践終了後に、事後アンケートを行った。 

【事後アンケート調査の概要】 

   ・対象者：高等部１年学習グループ３・４に在籍する生徒 40名 11 

   ・回答率：85％（34 名が回答） 

   ・回答方法：forms によるオンラインでの回答 

 
11 本単元終了後、7名が海外留学に出発しており、単元開始時よりも在籍者数が少なくなっている。 

 

 



「様々な資料を活用したことは学習の手助けになりましたか？」という質問には、「なった」「ややなっ

た」と答えた生徒が 62％（21名）と過半数以上となり、「あまりならなかった」「ならなかった」という

生徒は６％（２名）であった。学習の手助けに「なった」「ややなった」と答えた生徒に、その理由を尋

ねたところ、下記のような回答があった（一部抜粋）。 

・普段は見れないものを見ることができた。 

・資料を使ったことでイメージがつきやすかった 

・知らない知識の方が多かったので、詳細なことを知れたのはありがたかった 

・出典が明記されている（博物館）ので、正確性が保証されていて、考察の時に根拠にしやすかった！ 

 これらの回答から、博物館資料を用いたことで新たな知識を得ることができた点が学習の手助けにな

ったと感じている生徒がいることが明らかになった。このことが本実践の成果の二つ目である。さらに

４点目に挙げた生徒は、資料の正確さに触れている。博物館の資料が研究に基づいたものであり、「情報

の信憑性」という点で信頼できるものとして活用することができたということだろう。 

近世は庶民が文化を作った時代である。日本の歴史や文化を人々の生活の視点から展示している歴博

の資料は、「東海道中膝栗毛」が一世を風靡した時代背景を理解するのに適していると言えるのではない

だろうか。 

本実践では、各生徒に担当箇所を振り分けることで個々に多様な学びが得られたことに加えて、成果物

作成の過程で、自ら必要な資料を探し活用しようとする姿が見られた。これらの生徒たちの姿は近年高

校教育の現場で関心が高まっている、教科を越えた探究活動にも繋がるものだろう。 

（２）課題 

次に、本実践において見えた課題について述べる。先述の事後アンケートで「本アサインメントを通し

て、博物館等の施設に対する意識に変化はありましたか？」と生徒に尋ねたところ、「あった」と答えた

生徒は 15％（５名）であり、「なかった」と答えた生徒が 85％（29名）と大部分を占める結果となった。

つまり、本実践では、博物館資料の活用には効果があったと感じる生徒はいるものの、多くの生徒の博物

館に対する意識を変容させるまでには至らなかったということである。 

博物館等の施設に対する認識に変化があったと答えた生徒に、具体的にどのような変化があったのか

を尋ねたところ、３名から 

・今までは只、色々なおそらくすごいものがたくさん置いてあるところだという認識だったが、学習を 

する上で便利な場所だなと思った。 

・変化があったというかさらに博物館への好感が上がりました。 

・堅苦しい、到底理解ができないような事柄という認識だったが、少し触れることで理解できるような

近しいものという認識に変わった。 

という回答が得られた（上記は原文ママ）。博物館資料に触れたことで、博物館の持つものや情報学習へ

の有効性を感じたり、以前よりも博物館を身近に感じたりすることができた生徒が少数でもいたことが

分かったことは嬉しく思う。生徒たちが博物館をより身近なものに感じ、実際に自ら博物館に足を運ん

だり、様々なサービスを利用したりするようにするためには、継続的な取り組みやさらなる動機付けが

必要であると感じさせられた。 

 

 

 

 



６．さいごに 

博学連携は、博物館の持つ良質で専門性の高い様々な資源を学校現場の教育活動に活かすだけでなく、

生徒たちの博物館、広く言えば学問そのものに対する興味や関心を高めるという、学校と博物館の双方

にメリットを生み出すことができるのが理想的な在り方だと考えている。そのためにはまず、博学連携

の取り組みを多くの先生方に知ってもらうことが重要だろう。 

生徒たちが様々な資料に触れることに楽しさや喜びを見出し、博物館に足を運ぶ機会が増えることを

切に願うとともに、本実践が今後の国語科教科教育ならびに博学連携の一助となれば幸いである。 
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